埼玉医科大学様式
西 暦 　　年    月    日 

研究責任者等リスト 
 
埼玉医科大学中央倫理審査委員会
委員長 殿 
研究代表者 
（所属機関名） 
（職名）（氏名） 
 
下記の研究において、下に示す者を研究責任者等として申請いたします。 
記 研究課題名 
 





研究代表者、研究責任者、統計解析責任者、その他利益相反の申告が必要な者の氏名、利益相反に関する確認状況、教育・研修の履修状況
	
	氏名
	所属
	実施体制
	利益相反*2
	教育・研修*3

	研究
代表者
	
	
	□倫理指針*1を遵守　
 して、研究を実施　　　
 できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守　して、研究を実施　できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守して、研究を実施　できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講）

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守して、研究を実施　できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守して、研究を実施　できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守して、研究を実施　できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守して、研究を実施　できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守して、研究を実施　できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守して、研究を実施　できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守して、研究を実施　できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講



別紙 

研究代表者、研究責任者、統計解析責任者、その他利益相反の申告が必要な者の氏名、利益相反に関する確認状況、教育・研修の履修状況
	
	氏名
	所属
	実施体制
	利益相反*2
	教育・研修*3

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守　　
 して、研究を実施
 できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守 
 して、研究を実施
 できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守 
 して、研究を実施
 できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守
 して、研究を実施
 できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守
 して、研究を実施
 できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	研究責任者
	
	
	□倫理指針*1を遵守
 して、研究を実施
 できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	その他
（　　　　）
	
	
	□倫理指針*1を遵守
 して、研究を実施
 できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	その他
（　　　　）
	
	
	□倫理指針*1を遵守
 して、研究を実施
 できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講

	その他
（　　　　）
	
	
	□倫理指針*1を遵守
 して、研究を実施
 できる体制がある
	□利益相反なし
□利益相反あり
	□受講済
□未受講



*1 人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針（令和３年３月23日厚生労働省、文部科学省、経済産業省告示第1号）
*2 利益相反状況の確認は、所属機関の利益相反管理の方針に従うこと。※委員会が必要とした場合は提出する。
*3 教育・研修の形態としては、各々の研究機関内で開催される研修会や、他の機関（学会等を含む。）で開催される研修会の受講、e-learning（例えば、APRIN（一般財団法人公正研究推進協会）、ICR 臨床研究入門等）などが考えられる。少なくとも年に１回程度は教育・研修を受けていくことが望ましい。（。倫理指針「第４の2の規定」のガイダンス参照）
